
【平成２０年３月３日】 

【島根県農林水産部】 

新たな森林再生モデル 

 －伐採した森林を放置しないために－ 

 

植えて育てることから、伐って使うことへの転換期・・・課題は森林の再生 

 

本県の森林資源は、戦後植林した人工林資源が利用期を迎え、また、天然林資源も成熟しています。 

一方、木材需給の動向を見ると、県産スギの他県・海外への移輸出やスギ材を使った合板の増産、東

南アジアの経済発展に伴う需要の増大とロシアにみられる木材の輸出抑制策など、県産木材にとって追

い風ともいえる新たな局面にあります。 

こうした中、新しまね森林・林業活性化プラン後期施策で木材生産団地化などを通じた森林整備と木材

生産の促進に取り組んでいますが、木材生産のために伐採された森林を再生することに関しては、植林、

下刈り、間伐など所有者の森林整備における投資の困難さなど、経済的側面からの厳しさも指摘されて

います。 

 

森林所有者の負担を軽減する新たな森林再生モデル 

 

このため、自然力による再生が確実でない森林が放置されることのないよう、中山間地域研究センター

の協力を得て、技術と収支の両面から検討した新たな森林再生手法を策定しました。 

 

 

 

現地導入にあたっての留意点 

 

このモデルは、これまでの森林整備の手法に比べて、植栽本数や下刈りの回数、伐採時の立木の形質

や価格などに大きな違いがあります。今後、伐採跡地が発生した場合には、森林所有者が指向する森林

経営に、これまでの森林整備手法と新たな森林再生モデルのどちらを選択することが適切か慎重に判断

し、現地導入をお願いします。 

人工林の伐採跡地を再生   針葉樹の植栽  Ａパターン 

                   広葉樹の植栽  Ｂパターン 

 

天然林の伐採跡地を再生   針葉樹の植栽  Ｃパターン 

                   天 然 更 新  Ｄパターン 
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（従来施業） 

 

人工林伐採跡地にてスギ３，０００本／ｈａ植栽をした場合 

 
  スギ植栽  広葉樹の除伐 １５年生 

  全面下刈 １年生  

  全面下刈 ２年生  

  全面下刈 ３年生  

        全面下刈 ４年生  

     全面下刈 ５年生  

 
 間伐 ２０年生  伐採 ６０年生（スギ） 

   間伐 ３０年生   

     間伐 ４５年生   

    

 
Ⅰ．植林・育林手法と負担額 

植栽木 
植栽本数

（本/ha） 

全面下刈 

（回） 
除伐 

（回） 

間伐 

（回） 

最終林相 

（％） 

所有者負担額

（円）※ 

スギ ３０００ ５ １ ３ スギ 100 647,000 
※造林補助金を充てた場合の所有者の負担額を示しています。 

 

 

Ⅱ．木材の用途と収入 

伐期（年） 木材生産量（ｍ3） 想定する用途 
所有者収入（円） 

（立木販売） 

６０ スギ 329 製材用 1,177,000 

 

 

 

Ⅲ．収益 

差引額（Ⅱ－Ⅰ） 

（円） 

530,000 

スギ 
進入した

広葉樹 
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（従来施業） 

 

天然林伐採跡地にてスギ３，０００本／ｈａ植栽をした場合 

 
  スギ植栽  広葉樹の除伐 １５年生 

  全面下刈 １年生  

  全面下刈 ２年生  

  全面下刈 ３年生  

        全面下刈 ４年生  

     全面下刈 ５年生  

 
 間伐 ２０年生  伐採 ６０年生（スギ） 

   間伐 ３０年生   

     間伐 ４５年生   

    

 
Ⅰ．植林・育林手法と負担額 

植栽木 
植栽本数

（本/ha） 

全面下刈 

（回） 
除伐 

（回） 

間伐 

（回） 

最終林相 

（％） 

所有者負担額

（円）※ 

スギ ３０００ ５ １ ３ スギ 100 736,000 
※造林補助金を充てた場合の所有者の負担額を示しています。 

 

 

Ⅱ．木材の用途と収入 

伐期（年） 木材生産量（ｍ3） 想定する用途 
所有者収入（円） 

（立木販売） 

６０ スギ 329 製材用 1,177,000 

 

 

Ⅲ．収益 

差引額（Ⅱ－Ⅰ） 

（円） 

441,000 

広葉樹の

切り株 

萌芽した

広葉樹 
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（従来施業） 

 

人工林伐採跡地にてスギ２，０００本／ｈａ植栽をした場合 

 
  スギ植栽  広葉樹の除伐 １５年生 

  全面下刈 １年生  

  全面下刈 ２年生  

  全面下刈 ３年生  

        全面下刈 ４年生  

     全面下刈 ５年生  

 
 間伐 ２０年生  伐採 ６０年生（スギ） 

   間伐 ３０年生   

    

    

Ⅰ．植林・育林手法と負担額 

植栽木 
植栽本数

（本/ha） 

全面下刈 

（回） 
除伐 

（回） 

間伐 

（回） 

最終林相 

（％） 

所有者負担額

（円）※ 

スギ ２０００ ５ １ ２ スギ 100 544,000 
※造林補助金を充てた場合の所有者の負担額を示しています。 

 

Ⅱ．木材の用途と収入 

伐期（年） 木材生産量（ｍ3） 想定する用途 
所有者収入（円） 

（立木販売） 

６０ スギ 336～345 製材用と合板用 
791,000～

1,011,000 

 

Ⅲ．収益 

差引額（Ⅱ－Ⅰ） 

（円） 

247,000～ 

467,000 
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（従来施業） 

 

天然林伐採跡地にてスギ２，０００本／ｈａ植栽をした場合 

 
  スギ植栽  広葉樹の除伐 １５年生 

  全面下刈 １年生  

  全面下刈 ２年生  

  全面下刈 ３年生  

        全面下刈 ４年生  

     全面下刈 ５年生  

 
 間伐 ２０年生  伐採 ６０年生（スギ） 

   間伐 ３０年生   

    

    

 
Ⅰ．植林・育林手法と負担額 

植栽木 
植栽本数

（本/ha） 

全面下刈 

（回） 
除伐 

（回） 

間伐 

（回） 

最終林相 

（％） 

所有者負担額

（円）※ 

スギ ２０００ ５ １ ２ スギ 100 633,000 
※ 造林補助金を充てた場合の所有者の負担額を示しています。 

 

 

Ⅱ．木材の用途と収入 

伐期（年） 木材生産量（ｍ3） 想定する用途 
所有者収入（円） 

（立木販売） 

６０ スギ 336～345 製材用と合板用 
791,000～

1,011,000 

 

Ⅲ．収益 

差引額（Ⅱ－Ⅰ） 

（円） 

158,000～ 

378,000 
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【パターンＡ】 

 

人工林伐採跡地を、スギの純林にする場合 

 

 

 

 

 
  スギ植栽  伐採 ６０年生（スギ） 

  部分下刈 １年生  

  部分下刈 ２年生  

  部分下刈 ３年生  

 
 
 
Ⅰ．植林・育林手法と負担額 

植栽木 
植栽本数

（本/ha） 
部分下刈（回） 

最終林相

（％） 

所有者負担額

（円）※ 

スギ １０００ ３ スギ 100 195,000 
※造林補助金を充てた場合の所有者の負担額を示しています。 

 

 

 

Ⅱ．木材の用途と収入 

伐期（年） 木材生産量（ｍ3） 想定する用途 
所有者収入（円） 

（立木販売） 

６０ スギ 353 合板用材 626,000 

 

 

 

 

 

Ⅲ．収益 

差引額（Ⅱ－Ⅰ） 

（円） 

431,000 
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【パターンＢ】 

 

人工林伐採跡地を、広葉樹林にする場合 

 

 

 

 
  広葉樹植栽  伐採 ６０年生（植栽広葉樹） 

  部分下刈 １年生     ４０年生（進入広葉樹）※ 

  部分下刈 ２年生  

  部分下刈 ３年生  
※植栽後２０年を経過して進入する耐陰性のある高木性広葉樹 

 

 

Ⅰ．植林・育林手法と負担額 

植栽木 
植栽本数

（本/ha） 

部分下刈

（回） 
最終林相（％） 

所有者負担額 

（円）※ 

広葉樹 １０００ ３ 広葉樹 100 179,000 
※造林補助金を充てた場合の所有者の負担額を示しています。 

 

 

 

 

Ⅱ．木材の用途と収入 

伐期（年） 木材生産量（ｍ3） 想定する用途 
所有者収入（円） 

（立木販売） 

６０ 
植栽広葉樹  79 

進入広葉樹  59 
チップ用材 

植栽広葉樹のうち２割は製材利用 
183,000 

 

 

 

 

 

Ⅲ．収益 

差引額（Ⅱ－Ⅰ） 

（円） 

4,000 

植栽広葉樹 
進入広葉樹 
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【パターンＣ】 

 

天然林伐採跡地を、スギの純林にする場合 

 

 
 スギ植栽  広葉樹の除伐 １０年生 伐採 ６０年生（スギ） 

 部分下刈 １年生   

 部分下刈 ２年生   

 部分下刈 ３年生   

 全面下刈 ４年生   

 
 
 
Ⅰ．植林・育林手法と負担額 

植栽木 
植栽本数 

（本/ha） 

部分下刈

（回） 
全面下刈 

（回） 
除伐

（回） 

最終林相 

（％） 

所有者負担額 

（円）※ 

スギ １０００ ３ １ １ 
スギ 

100 
366,000 

※造林補助金を充てた場合の所有者の負担額を示しています。 

 

 

Ⅱ．木材の用途と収入 

伐期（年） 
木材生産量

（ｍ3） 
想定する用途 

所有者収入（円） 

（立木販売） 

６０ スギ 353 合板用材 626,000 

 

 

 

 

Ⅲ．収益 

差引額（Ⅱ－Ⅰ） 

（円） 

260,000 

 

萌芽した

広葉樹 
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【パターンＤ】 

 

天然林伐採跡地を、広葉樹林にする場合 

 

 

 

 
  伐採 ６０年生（広葉樹） 

   

 
 
 
Ⅰ．植林・育林手法と負担額 

更新方法 最終林相（％） 森林育成経費 

萌芽又は天然下種 広葉樹 100 0 

 

 

 

 

 

Ⅱ．木材の用途と収入 

伐期（年） 木材生産量（ｍ3） 想定する用途 
所有者収入（円） 

（立木販売） 

６０ 広葉樹 167 チップ用材 46,000 

 

 

 

 

 

Ⅲ．収益 

差引額（Ⅱ－Ⅰ） 

（円） 

46,000 

萌芽した

広葉樹 天然下種に

よる広葉樹 
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【参考】 
 
人工林伐採跡地の天然更新イメージ 

 
 伐採後 １～４年 

 陽樹が進入 

 タラノキ、カラスザンショウ、アカメガシワ等 

 草本類、低木性樹木が進入 

ススキ、クサギ、イバラ等 

 

 
伐採後 ５～１０年 伐採後 １５～２０年 

陽樹が大きくなると、高木性陰樹が進入 

コナラ、シラカシ、シイノキ、タブノ

キ等 

高木性陰樹の成長が旺盛になり、陽樹は 

劣勢となる 

  

  

 
伐採後 ２５年～ 

高木性陰樹により成林する 

落ち葉の堆積とシダ類などの下層植生 

構成樹種・・・コナラ、シラカシ、シイノキ、タブノキ等 

 
人工林伐採跡地の天然更新イメージは図のとおり。 
ただし、最終的な構成樹種は不確定であり、木材の用途と収入を想定できません。 

高木性陰樹 

陽樹 

草本類 


